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Light interception in species with different functional groups coexisting in moorland 
plant communities (異なる機能型に属する種聞の光獲得特性)
湿原では狭い土地面積内に機能型の異なる比較的多くの種が共存している。群集の現存量が最大になる


























Shift in leaf trait relationships in moorland species with respect to functional groups 








Carbon gain and light use efficiency in species of different functional groups coexisting 
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論文審査結果の要旨






て起こることなどを明らかにした。第 2 章では、 3標高にある湿原を対象に、群落ノミイオマスが
最大になる 8 月に層別刈取を行い、各種の受光量を推定し、光獲得効率(受光量/地上部バイオマ
ス)を比較したσ その結果、常緑種の光獲得効率が低いこと、しかし高標高では改善することな
どを明らかにした。第 3 章には、第 2 章で用いた光吸収モデルを記述した。第 4 章では、各種の
受光量の季節変化を調べ、常緑種や背が低い落葉種が春先に多く光を吸収し、夏期の低い受光量
を補っていることを示した。第 5 章では光合成特性の調査を行い、機能群・標高・季節の違いが
どのように光合成に影響を与えるかを明らかにした。第 6 章では、これまでのデータを総合し、
各種の年間生産を計算した。その結果、常緑種の年間生産は高標高で比較的高く、高標高ほど常
緑種が増えることを良く説明した。
本研究では、近年多くの研究者の興味をひいている葉形質や機能群を扱い、生態学の長年のテ
ーマである多種共存機構に取り組んだ。異なる機能群の植物が共存を可能にしているしくみや、
環境によって種組成が変化するしくみを明らかにした。また、標高傾度に着目した解析結果は、
将来の温暖化応答についてもメカニズムに基づいた予測を与えることができる。すでに一部の成
果は国際誌に公表されている。これらの成果は神山千穂が自立して研究活動を行うに必要な高度
の研究能力と学識を有することを示している。したがって，神山千穂提出の論文は，博士(生命
科学)の博士論文として合格と認める。
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